








































































































いづれにしても、 「沖」 、 「そこは知られむ とあることから、涙河がとても深いものであることを詠んだ歌であ ことがわかる。こ では、涙川の深さがどれほどかによって、その悲しみがどれほど深いものであるかを表現したのであろう。　『古今和歌集』の恋歌一から恋歌五の巻は、恋のはじまりから終わりまで、その推移を追うよう 和歌が配列されている。②から⑤の歌は、巻十一、恋一に収載されて ること ら、いずれも恋のはじまりを詠んだ歌であることがわかる。② 歌は、涙川の水源は他でもない、自分自身であったという歌であるが、こ 「自分自身」というのは、さらに言えば「恋をしている自分自身」だと考えられる。　③の歌は、 「浮き」と「憂き」をかけ、泣きながら眠ったために涙川
に枕が流れてしまい、川の上で寝るわが身は夢も っきり見ることがきないのだと嘆いた歌である。泣きながら眠るといっても、恋歌一に収載されて るこ から、恋愛のはじまりを詠ん ものであること考えられるため、恋人の訪れがなくて泣きながら眠るという歌であ はえにくい。むしろ、ひ つ前の 、
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恋死ねとするわざならしうばたまの夜はすがらに夢に見えつつ












つまり、 『伊勢物語』一〇七段では、藤原敏行が女を妻に求めたもの 、女はまだ幼く、自分で歌を作ることができなかったため、業平が代わりに文案を作り、女に書かせて藤和敏行に返させた。これを読んだ藤原敏行が感動して贈ってよこした歌が⑦の歌である。⑦の歌では、 増水して袖が濡れるばかりで渡るに渡れないという、二人 間 阻むものとして表されている。ここでは、①の のように、涙川の水 さがていると詠むことで、 自分の悲しみがより深くなったことを表している。⑧の歌では、敏 の歌の「袖のみ濡れて」に対し、気持ちが浅いために
















は思いが強いのなら身体が流されるはずであ と詠ん い など、涙が「流れる」様子を、 川 「 れ」になぞらえた歌 多く詠まれている。⑥の歌のように、 「泣かれ」と 流 意味がかかるとい 点からも、「流れ」と「涙川」が強く結びつくものであることがわかる。　
これらの特徴から、 「涙川」という歌語が当時 人々 様々なイメー
ジをもって使われていたことがわかる。それぞれの歌をみ み川の大きさ、 深さ、 流れの速さ、 情景などは実に様々である。涙川は 「悲哀」という軸を中心に 時には袖 流れる早瀬として またある時には枕や身体を流してしまうほどの大河として、さまざまにイメージされ
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増訂版』 （笠間書院一九九九年六月）
・久保田淳 馬場あき子編『歌ことば歌枕大辞典』 （角川書店一九九九年五月）
